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一年の計は元旦にあり・新しい決意を！

新年明けましておめでとう。今年は皆さんにとってはいよいよ新しい出発を前

にした節目の年です。多くの皆さんはいよいよ社会へ巣立つ年となりました。ま

た進学する人も新たな進路に期待で胸ふくらませていることと思います。まだ進

路の決まらない人も何人かいますが、そうした人にとってはまだ気が抜けません

が、何とか一日も早く進路が決まるよう係としても応援していきたいと思います。

一年の計は元旦に有りと言われますが、皆さんはこの正月にどんな決意をしたでしょうか。節

目の時を迎え、こうした時にしっかりとした節を作らないと次のスッテップに強く伸びていくこ

とができません。新たな節を作るとは、これまでの自分を振り返ると同時に、これからどう生き

ていったらよいのかをじっくり考え自らの今後の計を練ることです。それを十分にせず、これま

での延長のようなつもりでいると節を結ぶことができなくなります。

江戸時代末期、坂本龍馬や大久保利通等まだ 20 代から 30 代前半の若者達が時代を変えようと
立ち上がりました。そして明治維新を実現し新しい時代を築いてきました。今世の中は大変難し

い時代を迎えています。いつの時代も時代を変えていくためには若者のパワーが必要です。

不景気風に若者までちんやりしてしまうのではなく、もう一度幕末から明治にかけての若者達

の心意気を学び取り、それぞれがそれぞれの場で活躍していってくれることを願いたいものです。

携帯電話等の手中のゲームに夢中になり、小さな自分の世界だけにとどまることなく、大きな志

を持ち、広く世の中を見つめつつ、これからのそれぞれの生き方を考えていって欲しいものです。

佐久間象山に学ぶ
皆さんは佐久間象山という人を知っていますか。「信濃国」の中にも出てくる人

物で一度くらいは名前を聞いたことがあるでしょう。象山は長野の松代藩の生まれ

で、思想家および教育者として、勝海舟や吉田松陰に大きな影響を与えた人です。

藩主・真田幸貫の命令により洋学研究の担当となり、西洋兵学を学び、やがて西

洋学問の第一人者となり日本初の指示電信機による電信を行ったり、ガラスの製造

や地震予知器の開発まで成功させました。 ペリー来航時は攘夷論を主張していましたが、のちに

和親開国論者に立場をかえ、その後は一貫して開国論を唱え続けました。徳川幕府最後の将軍徳川

慶喜に公武合体と開国の必要性を説きました。最後は暗殺されてしまいましたが、江戸末期に多く

の人々に影響を与えた優れた人物でした。

インターネットもテレビも無く、まして交通手段といえば馬か自分の足しか頼るものが無い極め

て不便な時代に、この長野県といういわば山奥の中で世界に目を見開きいち早く世界の情勢を知り、

先見の明があり、国のあり方を説き、多くの知識人に影響を与えたということはすごいことです。

私達はこうした郷土の優れた偉人の生き様に学ぶべきものが多いように思われます。情報も交通

も極めて進歩した今の時代に、私達はいったいどれだけ日本や世界の動きに関心を持ち、その時代

を見つめ新しい方向を見定められているのでしょうか。現代に生きる私達はもう一度佐久間象山に

学ぶべきことは大でしょう。

進 路 だ よ り


